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xy平面において，原点Oと直線 x = 2からの距離の比が
√
r : 1であるような点 P

について，次の各問に答えよ.

(1) 点 Pの軌跡を C とするとき，曲線 C の方程式を求めよ.

(2) r = 2のとき，軌跡 C はどのような図形になるか答え，その軌跡の概形を描け.

(3) 軌跡 C が，長軸の長さが
√
5であるような楕円になるときの rの値を求めよ.

(01 鹿児島大 理系 10)

【答】

(1) C : (r − 1)x2 − 4rx− y2 + 4r = 0

(2) 双曲線，図は略．

(3) r = 1
5

【解答】

(1) Pから直線 x = 2に下ろした垂線の足を Hとおくと
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OP : PH =
√
r : 1

であるから，点 Pの座標を (x, y)とおくと√
x2 + y2 : |x− 2| =

√
r : 1

⇐⇒
√
r|x− 2| =

√
x2 + y2

⇐⇒ r(x− 2)2 = x2 + y2

よって，点 Pの軌跡 C の方程式は

C : (r − 1)x2 − 4rx − y2 + 4r = 0 …… 1⃝ ……（答）

である．
(2) r = 2のとき，C は

4
2
√
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√
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y = x − 4

y = −x + 4

x

y

O

x2 − 8x− y2 + 8 = 0

(x− 4)2 − y2 = 16− 8

∴ (x− 4)2

(2
√
2)2

− y2

(2
√
2)2

= 1

であり，中心の座標が (4, 0)，頂点間の距

離が 4
√
2，焦点の座標が (4±

√
8 + 8, 0)

すなわち (0, 0)，(8, 0) の双曲線である．
……（答）

この双曲線の漸近線の方程式は

y = ±(x− 4)

であり，C を図示すると右図の実線部分となる．
(3) r = 1 のとき

1⃝ ⇐⇒ y2 = 4(1− x)

であり，これは放物線である．r \= 1のときを考える．
r \= 1のとき

1⃝ ⇐⇒ (r − 1)
(
x− 2r

r − 1

)2

− y2 = 4r2

r − 1
− 4r
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式を整理すると

(r − 1)
(
x− 2r

r − 1

)2

− y2 = 4r
r − 1(

x− 2r
r − 1

)2

4r
(r − 1)2

− y2

4r
r − 1

= 1

これが楕円を表す条件は
4r

(r − 1)2
> 0

− 4r
r − 1

> 0
∴ 0 < r < 1

である．このとき 1⃝は(
x− 2r

r − 1

)2

4r
(1− r)2

+
y2

4r
1− r

= 1

であり， 4r
(1− r)2

> 4r
1− r

であるから，長軸の長さは

2

√
4r

(1− r)2
=

4
√
r

1− r

である．よって，長軸の長さが
√
5となる r の値は

4
√
r

1− r
=

√
5

16r = 5(1− r)2

5r2 − 26r + 5 = 0

(5r − 1)(r − 5) = 0

0 < r < 1 より

r = 1
5

……（答）

である．


